
日時：　2019年12月14日(土）　15：00～17：30
場所：　名古屋第一赤十字病院　内ケ島講堂
テーマ：　輸血24時！その現場では？～ER、OPE室、輸血検査室～敗血症性DICの病態と輸血～血漿分画製剤を中心に～
参加人数：107名 アンケート回収：70名 （回収率65.4％）

2019年度　愛臨技　輸血検査研究班講演会アンケート

質問2．講演2『分画製剤投与による輸血検査への影響』の内容はわかりやすかったですか？

質問1. 講演1『敗血症性DICの病態とAT療法』の内容はわかりやすかったですか？
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質問3．特別講演『血管内皮グリコカリックスから考えるDICの病態』の内容はわかりやすかったですか？

 

質問4　あなたの期待と講演内容は一致しましたか？

質問5　研究会全体を通して満足されましたか？

質問6　今後研究班に希望する研究会・講演会があればご記入ください。

・認定輸血検査技師取得に向けての対策
・小児、新生児の輸血について
・輸血副作用について
・CMVについて

質問7　その他ご意見がありましたらご記入ください。

・当院は分画製剤を輸血部で取り扱っていないので理解できるか不安だったが、
  大変参考になる内容だった。
・特別講演は、とても分かりやすく、貴重な資料説明等参加してよかった。ありがとうございました。
・大変分かりやすく視覚的にインパクトが大きく勉強になりました。
・会場が寒かった。
・普段関わっていない血漿分画製剤についていろいろと知ることができ、非常に興味深かったです。

・最近よく演題に取り上げられる「敗血症」についても勉強になりました。
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